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第6章  公共交通の現状・課題 と 公共交通ネットワーク形成に向けた方針・目標 

吉
野
ヶ
里
町
の
公
共
交
通
の
目
指
す
計
画
の
目
標 

 

②吉野ヶ里の活力を生み出す公共交通 

公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化 

⚫ 吉野ヶ里町公共交通網形成計画に基づき、コミュニティバ

ス路線の再編を実施 

⚫ デマンド型乗合タクシーの導入 

⚫ 町民の要望に対応したデマンド型乗合タクシーの町外施設

への乗り入れ拡大 

移
動
ニ
ー
ズ
に 

合
わ
せ
た
再
編 

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み 

⚫ 特徴的な歴史的観光資源等を活用し、訪れたいまち

としての魅力向上を支える交通環境を整えると共

に、安心して住み続けられるコンパクトで利便性の

高いまちづくりを交通から支える。 

⚫ 深刻な運転手不足 

⚫ 公共交通分野全般の収益性悪化 

⚫ 感染症拡大に伴う外出行動の変化 

社
会
的
な 

問
題
点 

⚫ 持続可能な未来の形成（SDGs） 

⚫ 輸送資源の総動員による持続可能な移動環境の構築 

⚫ 新しい生活様式の定着 

社
会
的
な

要
請 

地
域
の
現
状
・
問
題
点 

地
域
的
な 

問
題
点 

⚫ コミュニティバス循環線利用者数の低迷 
⚫ 自治体財政負担額の増加 

⚫ デマンド型乗合タクシーの使い勝手が悪い点が存在 

公
共
交
通
の 

問
題
点 

吉
野
ヶ
里
町
の
公
共
交
通
に
求
め
ら
れ
る
役
割 

①適材適所への公共交通サービスの提供 

⚫ 吉野ヶ里町において、持続的かつ効果的に公共交通

サービスを運営するため、公共交通サービスを真に

必要とする人や場所を見極め、適材適所のサービス

導入を図る。 

③持続的な公共交通運営に向けた住民・輸送資源・

行政間の連携 

⚫ 鉄道、路線バス、コミュニティバス、デマンド型乗

合タクシー、タクシーの公共交通が相互に連携し、

住民が積極的に公共交通を活用できる環境を、行政

と共に構築し、移動サービス全体が持続的に運営で

きる環境の創造を推進する。 

①地域公共交通サービスの最適化 

③観光来訪の促進 

⚫ 自家用車への依存と公共交通利用者数の減少 

⚫ 高齢化の進行にともなう交通弱者の増加 

⚫ 高校生の通学における家族による送迎への依存 

ま
ち
づ
く
り 

⚫ 年少人口の維持傾向 

⚫ コロナ禍による吉野ヶ里歴史公園の来園者数の減少 

⚫ 運転免許返納者へのコミュニティバス・デマンド型乗合タ

クシーにおける運賃免除・割引 

⚫ 町報や町 HP でのコミュニティバス、デマンド型乗合タク

シーの周知 

利
用
促
進
策 

基
本
的
な
方
針 

ひとよし・まちよし・住んでよし 快適ふるさと吉野ヶ里 

～「連携」と「最適化」で、活力あるまちづくりに資する 

持続可能な地域公共交通の実現～ 

住民の多様な移動ニーズを踏まえ、地域

間交通・地域内交通等の役割に応じ、各

公共交通サービスの最適化を図るととも

に、財政負担の適正化を図る。 

⚫ デマンド型乗合タクシーの収支率 

⚫ コミュニティバス及びデマンド型乗合

タクシーの輸送人員 1 人あたりの公共

交通の町財政負担額 

公共交通と観光目的地との連携による施

策展開を推進し、それに伴う観光来訪促

進を図る。 

⚫ 吉野ヶ里町観光入込客数 

②  

生活拠点や今後形作られる中心拠点にお

けるまちづくりにより、過度に自家用車

に依存せずに移動できるまちの実現を図

る。 

⚫ 公共交通利用者数（吉野ヶ里公園駅、

路線バス、デマンド型乗合タクシー） 

④関係者相互の連携向上 
公共交通サービス相互の連携や住民や行

政を含めた役割分担を推進する。 

⚫ 交通結節点（JR 吉野ヶ里公園駅、三

田川、東目達原、目達原バス停）のデ

マンド型乗合タクシーの乗降客数 
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6.1. 吉野ヶ里町地域公共交通の将来像 

地域間幹線を鉄道及び路線バスと位置づけ、加えてデマンド型乗合タクシー等の地域内支線

によって全町一体となった公共交通ネットワークの構築を目指す。 

 

6.2. 公共交通の役割分担の考え方 

 

地
域
間
幹
線 

地
域
内
支
線 

交通 

機関 
役割 

主な利用 

目的 

主な 

ターゲット 

  

鉄道 

佐賀市・鳥栖市・福岡市方面等

との地域間の幹線として、広域

の移動を担う。 

通勤 

通学 

観光 

ビジネス 

・町民全般 

・町への通勤者 

・来訪者 

  

路線バス 

佐賀市・久留米市・鳥栖市方面

等との地域間の幹線として、広

域の移動を担う。 

通勤 

通学 

買い物 

通院 

・町民全般 

・町への通勤者 

・来訪者 

  

コミュニテ

ィバス 

鉄道や路線バスが運行されてい

ない地域において、特に小中学

生の通学需要や通勤需要を担う

地域内支線交通の役割を担う。 

通勤 

通学 

 

・通学者 

・通勤者 

  

デマンド型 

乗合 

タクシー 

鉄道や路線バスが運行されてい

ない地域において、商業・医療

施設へのきめ細かなアクセスを

担う地域内支線交通としての役

割。 

買い物 

通院 

・町民全般 

（ 特 に 高 齢 者

等 自 家 用 車 移

動が困難な方） 

  

タクシー 

デマンド型乗合タクシーではま

かなえない、施設間等の細やか

な移動ニーズや、休日等の観光

客や来訪客の移動ニーズを満た

す、地域内交通の役割を担う。 

買い物 

通院 

観光 

ビジネス 

 

・ドア to ドアで

速 や か に 移 動

したい方 

・来訪者 

交通結節点： 
吉野ヶ里 
公園駅・三田川

路線バス 

佐賀市 鳥栖市 

久留米市 

歴史文化 
交流拠点 

デマンド型 
乗合タクシー 

（※）地域内フィーダー系統

交通結節点： 
目達原・東目達原 

生活 
拠点 

自然交流 
拠点 

生活 

拠点

コミュニティバス 

【通勤通学線】 

コミュニティバス 

【通勤通学線】 

コミュニティバス 

【通勤通学線】 


